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Abstract 
The "300 Years of Taiwanese Culture Exhibition" in 1930 was one of the few 

exhibitions organized under the theme of "culture and history" in Taiwan during the 

Japanese rule. This article discusses the characteristics of time and space of the exhibition. 

The results of this study found that since the 1920s, Tainan's economic development faced 

various challenges. In order to revitalize the local economy, Tainan's local officials and 

gentry initiated the "300 Years of Taiwanese Culture Exhibition" in 1930 and used the 

synergistic effect of festivals and daily intensive activities to attract people to Tainan for 

tourism and recreation. Regarding the planning of the exhibition space, it was mainly 

related to the new city development axis and new construction of Tainan City in the 1920s.  

In the display content section, the government-run theme exhibition focused on the 

development of all aspects of Taiwan, aiming to promote the governance achievements of 

the Taiwan Governor's Office. Meanwhile, various entertainment activities were planned 

by local gentry businessmen to revitalize local economic development which connected 

old and new commercial blocks and integrating areas. Therefore, this exhibition not only 

highlighted Tainan as an ancient capital that had witnessed the history of 300 years of 

Taiwanese cultural development but also attracted a large number of tourists to Tainan.  

At the same time, it also showed that the various construction projects in the urban area 

of Tainan had been completed since the 1920s and paved the way for a modernized “New 

Tainan” city.  
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「新南向政策」と 多元的共存 
― 台湾のムスリム・フレンドリーの環境整備を中心として― 

丸山実紗* 

要約 

現在、台湾では「新南向政策」の一つとしてムスリム・フレンドリーの環境整

備が行われている。この背景には 5年前からの中国との関係悪化と脱中国、そし

て急増する東南アジアからの出稼ぎ労働者の多くが、イスラーム教徒であること

が挙げられる。そこで本稿では台湾のイスラーム社会に視点を置き、同社会の共

存の実態の追求とともに共存の在り方について模索する。筆者は、主に仏教から

改宗をした台湾人イスラーム教徒女性に対する半構造化インタビューおよび観

察によってデータを収集した。インタビュー調査の結果から、台湾社会一般にお

いては依然としてイスラームに対する認知・理解度が低く、多くの人々が無関心

な状況にあることが明らかとなった。したがって今後の課題として、台湾社会で

のよりよい共存関係を築くためには多様性の教育と人的交流の機会を人々に積

極的に提供していくことが重要となる。イスラーム教徒との共存関係の強化は、

結果として ASEAN (東南アジア諸国連合) との関係強化にもつながり、さらなる

「新南向政策」の発展が期待できるであろう。 

 

キーワード：「新南向政策」、ムスリム・フレンドリー、多元的共存、台湾人イス

ラーム教徒、改宗者女性 
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はじめに

台湾においてはイスラーム教徒の包括的な人口統計はなく、台湾総人口の

約 2,357 万人のうち約 8,000 人から１万数千人が居住していると推測されて

いる。CMA(中国回教協会、Chinese Muslim Association)や THC(台湾清真推廣

中心、Taiwan Halal Center)の発表では 5 万から 6 万人ともされているが、い

ずれにしてもマイノリティであることには変わりない1。これに加えて現代に

おいては、主に就労を目的とした外国籍のイスラーム教徒が台湾に居住する

ケースが急増している。最も居住者が多い国は、世界最大のムスリム人口を

抱えるインドネシア(約 25 万人)である2。台湾は「新南向政策」を進めるなか

で ASEAN(東南アジア諸国連合)に注目しており、そのなかでもマレーシアと

インドネシアを重点国として、近年においてはムスリム市場開拓を本格化し

ている3。 
このような台湾の状況から、本研究では台湾のイスラーム社会に視点を置

いて、同社会の共存の実態の追求とともに共存の在り方を模索する。現代の

台湾は「新南向政策」に合わせ、イスラーム教徒にフレンドリーな環境を提

供しようと国を挙げて取り組んでいる4。この現状から、台湾社会への理解を

深める前提として、台湾のイスラーム社会の共存の実態とその行方について

考察することにより、現代の「新南向政策」のもとで行われているムスリム

対応の強化に繋がるものが見えてくるのではないだろうか。台湾国内におい

ては、イスラームを宗教または民族のどちらで見るか、という点でアイデン

ティティと国家との関係において模索が続いている。国家の中でイスラーム

をどのように位置づけるか、ということは、台湾国内の平和的共存をどのよ

うに保つのか、という点で重要である。 
このような状況下で、台湾のイスラーム社会に新たなムスリム層が複雑

 
1 砂井紫里、「台湾ムスリムの食文化をめぐる交渉と創造 清真、ハラール、ム

スリム・フレンドリー」、『文化人類学』、日本文化人類学会、 2019、第 83 巻 
4号、p.595. 

2 用數據看台灣<ttps://www.taiwanstat.com/statistics/foreign-worker/>(2023 年 04 月
08日) 

3 加藤康二、「台湾企業のムスリム市場開拓支援を強化」、『地域分析レポート』、
日本貿易復興機構(ジェトロ)、2018、p.1。 

4  中央廣播電臺、「蔡・総統：ムスリムは「新南向」への力」、 2017、
<https://jp.rti.org.tw/news/view/id/74846 >(2023年 04月 08日) 。 
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に参入し、また一方でイスラーム教徒との接触がこれまで以上にふえるなか

で、台湾のイスラーム社会における共存の実態というのはいかなるものなの

か、という点を深掘することは重要となる。すなわち「新南向政策」の長期

的発展に向けた東南アジアを中心とするイスラーム地域との関係強化に繋

がる一可能性を見出せるのではないか、と考える。その一方で日本では異な

る文化や宗教と共に暮らしていく時に「共生」という言葉が使用されること

が多い。「共生」とは共に生きるという意味であり、お互いに深い協力関係を

もって生活している関係を示している。その一方で「共存」は共に存在する

という意味で、同じ場所で暮らしていても交流がなく、それぞれのコミュニ

ティが独立して生活している状況を示している。そのため本稿では台湾の共

存の現状から「共存」という言葉を使用する。  
以下、研究目的と先行研究について概観した後に、筆者が行った台湾人イ

スラーム教徒女性(改宗者)を中心としたインタビュー調査をもとに論を進め

ていく。筆者は台北と台中のモスクで知り合った 5 人の台湾人イスラーム教

徒女性とガーナ人イスラーム教徒女性に対する聞き取りを英語で実施した。

インタビュー調査においては、彼女たちが台湾社会においてどのようにイス

ラームを実践しているのかというイスラームの在り方について個人レベル

での考察を行った。さらに台湾社会一般のイスラームに対する認知度と理解

度がどの程度であるのか、ムスリム対応は高まってきている状況であると言

えるのか、という社会レベルでの考察も行った。そしてその結果から、台湾

社会における共存の阻害要因とその行方について論じていく。内国人と外国

人の双方の視点からムスリム・フレンドリーの環境整備を見直すことにより、

その良さと改善点をより明確にすることができるのではないだろうか。また、

台湾国内のイスラーム教徒人口の増加にともなって、台湾人イスラーム教徒

女性のような改宗者がでてくる例があるように、台湾国内にある多様性とど

のようにして向き合っていくのか、ということは今後の台湾の発展において

大きな課題となっていく点である。本稿の最後においては、今後の ASEAN 
(東南アジア諸国連合)との関係強化において、「新南向政策」に果たすムスリ

ム・フレンドリーの役割について改めて論じる。 
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1. 研究目的と先行研究の評価 

「新南向政策」における先行研究の多くは、脱中国、ASEAN の関係強化な

どの経済問題を中心に視点が置かれており、教育・文化等の人的交流、特に

イスラーム教徒に着目した研究は見受けられない。台湾におけるイスラーム

の研究においては、唯一の台湾イスラーム史の書籍として賈福康(2005)の『台

湾回教史』が挙げられ、主に戦後史について取り上げられている。台湾のイ

スラーム史に触れることは、「新南向政策」の多面的な理解において、経済や

政治だけでなく、文化的・教育的な人的交流の重要性を明らかにすることに

もなるので、ここに簡単に台湾のイスラーム史を踏まえておく。  
長谷部(2014)によると、台湾のイスラームの歴史というのは明朝時代(1368

年～)にまで遡ることができるという。中国で発表された論文「1945 之前台

湾回教研究」によれば、中国から鄭和と随行のイマームを含む数名が、初め

て来台したことが記されている。また、清朝時代(1683～1945 年)には、清朝

朝廷から台湾に派遣された役人に回族が多かったことが示されている。その

後の第二次世界大戦以降(1945 年～)に台湾に定住するイスラーム教徒のルー

ツについては、主に 2 つに分かれるという。一つ目は 1949 年の国民党政府

の台湾移転前後に中国から移住したイスラーム教徒である。これには国民党

政府の国防部長であるムスリム将軍・白崇 禧配下の軍人や、共産党政権に反

対する富裕ムスリム商人が含まれる。二つ目は、台湾イスラーム教徒のほと

んどを占める中国雲南省出身のイスラーム教徒である。彼らは 1950 年代初

頭から、断続的にミャンマー（ビルマ）を経由して台湾に移住している5。  
その一方で、近年においては趙(2019)が中国イスラームと台湾のイスラー

ムの連続性を歴史学的に解明しており、台湾に限定せずに各国に散居する中

国・台湾イスラーム教徒、さらには台湾に増加する外国人イスラーム教徒の

動向についても詳細な分析を行っている6。また、台湾人イスラーム教徒が直

面しているアイデンティティの問題に着目した研究においては Pillsbury 

 
5 長谷部茂、「台湾海峡を渡った中国ムスリム―台湾のイスラーム世界―」、『イ
スラーム研究所ニューズレター』、拓殖大学イスラーム研究所、2014、第 11巻
第 4号、p.2。   

6 平山光将、「書評 趙錫麟・張中復主編 政大出版社『主命的伝承与延続 ――回
教在台湾的発揚和展望』」、『中国研究月報』、中国研究所、2019、第 73巻 11号、
p.34。 
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(1973)、林（2013）、Pelletier(2014)などが挙げられる。これらの研究において

は、台湾人・イスラーム教徒としてのアイデンティティを表現する試みが歴

史や社会状況に応じて徐々に変化してきていることが示されている7。しかし

これらの研究では、中国から移住してきたイスラーム教徒に着目しており、

台湾のイスラーム社会にある多様性に十分に触れられていない。 
その一方で近年の「新南向政策」における文化的側面に関する研究におい

て、荘(2018)は「新南向政策」における台湾の影響力は言語と文化的な違いな

どによっても左右されることを指摘している8。その一方で玉置(2020)は、「新

南向政策」は経済政策以上の意味を持っており、多元化する台湾社会の現状

を反映したものでもあると指摘している9。どちらも「新南向政策」において

様々な視点から成功の道を探る必要があることを指摘しているが、宗教の多

元化に関しては触れられていない。 
台湾のイスラーム社会の人々に関する実証的研究は、現在に至ってもあま

り進んでいない。そのために具体的な生活状況や問題に関して不明点が多く、

台湾におけるマイノリティ(イスラーム社会)とマジョリティ社会の共存に視

点を置くことは少ない。したがって今後の課題としては、「新南向政策」にお

いてイスラーム教徒にフレンドリーな環境づくりを進めるために、まずは台

湾におけるイスラーム社会の共存実態と問題点を明らかにすることが必要

である。 
近年において他国からのイスラーム教徒移住者が就労を中心に増加して

いることを踏まえれば、各国と良好な関係を築くためには台湾のイスラーム

教徒社会の人々の果たす役割が大きい。また、イスラーム社会の人々は社会

的にも宗教的にもさまざまな影響を受けるだけ、これらの要素が自らのアイ

デンティティを再定義するきっかけとなっている可能性もある。さらにマジ

ョリティ社会の人々にとっては、台湾社会にある多様性とどのように向かい

合っていくのか、ということが問われる点である。これらは共存の在り方を

 
7  Robert Pelletier, Becoming Taiwanese Muslims: Ethnic, National, and Religious 

Identity Transformations in a Muslim Minority, University Of Ottawa, Canada, 2014, 
pp.109-110. 

8 荘発盛、「新南向政策とアセアン」、『尚美学園大学総合政策論』、尚美学園大学
総合政策学部総合政策学会、2018、第 27号、p.99。 

9 玉置充子、「台湾の対東南アジア関係の進展と社会の多元化」、『拓殖大学台湾
研究』、拓殖大学海外事情研究所附属台湾研究センター、2020、第 4巻、pp.31-
32。 
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模索する上で重要となる。

2. 台湾人イスラーム教徒女性にみる「共存の在り方」に関す

る調査 
以上の先行研究をふまえて、ここでは筆者によるインタビュー調査の結果を中

心に論を進めていくとする。 

2.1. 調査概要(調査の期間、対象者、方法) 
本稿で分析するデータは、2023 年 8 月から 11 月の間、筆者が行ったイン

タビュー調査に基づくものである。先行研究においては、これまでのところ

台湾人イスラーム教徒女性に焦点をあてた研究は見受けられない。そこで筆

者は、台湾人イスラーム教徒女性たちの語りを通じて見える日常生活での悩

みや経験から、イスラーム社会を超えた台湾社会全体の共存と発展につなが

る一可能性を見出すことができるのではないだろうか、と考えた。本調査で

は台湾人イスラーム教徒女性たちを中心に、仏教がマジョリティである台湾

でイスラーム教徒として生きるということはどういうことなのか、というこ

とをそれぞれの人生経験から語ってもらった。また調査地は、イスラーム教

徒人口の状況が異なる台北と台中にフィールドを定め、インタビューは英語

で実施した。 
具体的な調査項目としては、台湾でイスラーム教徒として過ごすとき、居

心地の悪さを感じることがあるのか、ヒジャーブの着用やハラールの実践は
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法に基づく本研究は、台湾のイスラーム社会の実態を民衆レベルから考察し、

共存レベルと問題点を明らかにすることにより、「新南向政策」における多元

的共存の実現に向けた一可能性を考える新しい試みなると考える。 
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あるが、彼らの多くは介護職を中心とする出かせぎ労働者なので平日はモスクを

訪れない。平日のモスクは閑散としている一方で、週末になればモスクには活気

が戻る。サラートルジュムア(金曜合同礼拝)には、インドネシア以上にさまざま

な国籍のイスラーム教徒が訪れる。イマームも信徒と同様にシリアやガーナ出身

など国際色豊かである。また日曜日には多くのインドネシア人が訪れる。午前 10

時ごろから午後 17 時ごろまでボランティアで教えている方々も含め、子供向け

と大人向けの授業がそれぞれクラス(レベル)別で行われている。参加者のほとん

どは女性と子どもである。お昼休憩の時間には、大部屋で食事が配布され、国籍

を問わず大勢の人々がテーブルを囲んで交流を深めている。 

さらに台北清真寺では 10 月 21 日から 22 日の 2 日間にわたり、パレスチナの

チャリーティーイベントが開催された。モスクの敷地内には、南アジアと中東を

中心とするハラールフードや雑貨、ヒジャーブを含む衣服、装飾品などを扱う店

舗が 20 件ほど出店していた。またヒジャーブやチャドルなどを着用体験できる

ブースやパキスタン情勢に関する情報が掲示されているブースもあり、ドネーシ

ョンボックスもいたるところに設置されていた。販売員の多くは、台湾人イスラ

ーム教徒女性であり、朝 10 時から 17 時までの開催であったが終日大盛況であ

った。とくにヒジャーブのお店は、日常的に見かけることがなく、オンライン購

入が多いからか、多くの女性たちがここぞとばかりに買い込んでいた。参加者の

多くはイスラーム教徒の人々であったが、時折イスラーム教徒でない台湾人や外

国人観光客なども立ち寄って交流をしている姿も見られた。 

その一方で台中清真寺も台北清真寺と同様に歴史的建造物であり、マディーナ
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漠のバラ(鉱物)が飾ってあるのが印象的である。台北清真寺と同じく、1 階が男

性、2 階が女性の礼拝所になっていて、ヒジャーブや礼拝衣装の貸し出しを行っ
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ている。モスク内にあるハラールショップでは、お菓子、飲み物、お肉などさま

ざまなものが販売されている。お肉以外は基本的にインドネシア産だという。ま

た地下には遺体安置所があり、冷えた部屋の中には 2 段ベッドがいくつか置い

てある。台中のイスラーム教徒は亡くなると必ずここに運ばれ、男性は 3 日間、

女性は 4 日間、身体を綺麗にするために安置されるという。  

またイスラーム関連の専門書を含む書籍が置いてある図書館もあり自主勉強

ができる。毎週土曜日には、さまざまな場所から大学教論を含むウラマーやイマ

ームを招待し、講堂でイスラーム学やアラビア語に関する勉強会と講演会を行っ

ている。これには異教徒の参加も可能だ。さらに講堂内にはサウジアラビアの骨

董品がたくさん飾られている。その一方でサラートルジュムアの際は、台北と同

様にさまざまな国籍の人々が訪れる。台中のイマームは基本的に中国の雲南出身

であるという。礼拝中は、女性たちが互いに正しい礼拝の仕方などを教えあって

いる姿が見られる。一時間ほどの礼拝が終わるとモスクの敷地内に並んだテント

で、インドネシア料理と飲みもの、雑貨が販売される。テントのなかにはイート

インスペースもあり、とても賑わっている。 

2.3. 調査結果の分析 
本調査は、台湾人イスラーム教徒女性の語りを中心として、彼女たちがどのよ

うに台湾社会においてイスラームを実践しているのか、ということを明らかにし、

イスラームの在り方について個人レベルでの考察を行った。また「新南向政策」

にともなってムスリム・フレンドリーの環境を整えようと奮闘している現代の台

湾社会においては、人々のイスラームに対する認知度と理解度はどの程度のもの

であるのだろか。また、ムスリム対応は高まってきていると言える状況であるの

だろうか、といった社会レベルでの考察も行った。女性たちの経験や解釈から、

共存の在り方と今後の展望について追及していく。 

ここではまず、台湾人女性たちのインタビューの回答結果は以下の表に示す。  

 表 1：台湾人女性たちの回答結果 
 A さん B さん C さん D さん E さん 

年代 30 代前半 30 代前半 60 代前半 40 代半ば 40 代半ば 
住まい 台北 台中 台中 台中 台北 
配偶者 あり なし なし なし あり 
改宗以 仏教 仏教 仏教  仏教 仏教 
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総じて女性たちの台湾社会での困難として大きく分けて 4 つ挙げられる。

①「ハラールの実践」、②「結婚の難しさ」、③「人々のイスラームに対する

無関心さ」、④「メディアによる負のイメージ」である。具体的には以下の通

りである。 

表 2：女性たちが生活するときの困難 
大項目 小項目 

ハラールの実践 • ハラール食品の入手が困難 
• 飲食店で食べられるメニューが少ない。 
• ラマダーンのときに夜市を含めて、夜遅くに外食できる場

所がない。 
結婚の難しさ • 台湾人イスラーム教徒が少ない。 

• モスク以外に出会いの機会がない。 
人々のイスラーム

に対する無関心さ 
• 台湾人イスラーム教徒の存在を知る人が少ない。 
• 無意識の差別。 

メディアによる負

のイメージ 
• 負のイメージからくる人々のヒジャーブへのまなざし。 
• 学校や職場によってはヒジャーブの着用を拒否される。 
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①ハラールの実践 

ハラール商品は、イスラーム教徒の人々が独自にビジネスを展開している

ために、イスラーム教徒コミュニティに積極的に参加をしなければ情報を得

ることが難しそうであった。ハラールショップは店舗型とオンライン型があ

る。オンライン型は自宅までの配達が可能で、LINE などの SNS アプリで個

人的に店主へ直接メッセージを送って注文をしている。また台北清真寺には

サラートルジュムア(金曜日の礼拝)の際に、ハラール肉(生鮮肉品)の移動販売

車がくる。この移動販売車は、ヨルダン出身の男性が経営しており、ハラー

ルを重要視するイスラーム教徒からの信頼がとても厚いという。台北駅や東

南アジア街にハラール商品を置いてあるところはあるが、イスラーム教徒が

販売している方が多くの女性たちにとっては安心して頼れるという気持ち

が強いようである。  
その一方でラマダーン中は日没後に飲食をするが、台湾では深夜にお店を

開いている場所がほとんどないので食事がとりにくいという。夜市は開いて

いるが、ほとんど豚肉料理なのでイスラーム教徒は基本的に利用ができない。

シーフードや鶏肉などを販売している店舗でも揚げものに関しては、豚肉の

油が使用されている可能性があるので確認をしなければならない。また夜市

では鶏を捌く専門のイスラーム教徒を独自に雇っている屋台があるが、ハラ

ールマークなどの目印があるわけではないので、場所を知らない人は尋ねな

ければならず、結局のところ探すのに手間がかかる。夜市は地元の人々だけ

でなく、台湾の観光地の一つでもあるので、イスラーム教徒の人々も気軽に

利用ができるようにガイドラインや目印などがあるとよいのではないだろ

うか。 

②結婚の難しさ 

結婚が難しいと感じている台湾人イスラーム教徒女性は多い。例えば D さ

んは、家族に改宗することについて理解を得られていないと言っていた。彼

女はヒジャーブの着用や礼拝などの実践は全て行っていて、クルアーンやア

ラビア語の勉強をモスクでしている熱心な女性である。また、彼女は二人の

子どもをもつシングルマザーであるが、子どもたちはイスラーム教徒ではな

い。彼女は母親に改宗をしたいということを伝えたとき「なんでイスラーム

になんて改宗をするの！普通の台湾人であれば結婚のチャンスがあるかも

しれないのに...イスラームになったらできなくなるじゃない！やめなさい！」
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と口論になったという。彼女は母親に対して「私はイスラームが大好きで居

心地の良さを感じているから、たとえ結婚ができなかったとしてもいいの」

と伝えていると言っていた。このように結婚が難しいということが、改宗に

おいて家族とのもめごとの一要因になることもある。 

③人々のイスラームに対する無関心さ 

ムスリム・フレンドリーの促進によって礼拝室などの施設は充実してきて

いるが、習慣については人々に共有されていない状況にある。イスラーム教

徒の人々が普段どのような生活をしているのか、なにをしているのか、とい

うことを人々が知らないために、その施設の意味や重要性が伝わっていない。

ムスリム・フレンドリーは脱中国のために注目されたが、出稼ぎ労働者や観

光客誘致のために促進されているので、基本的には外国人向けに短期間の滞

在を想定して施設の充実化やハラール事業などを展開しているのだろうか。

台湾人一般にイスラームに対してどのような印象を抱いているのかは定か

ではないが、人々がイスラームを知ろうとしないということがイスラーム教

徒女性たちにとって居心地の悪さを感じる要因となっている。また、イスラ

ームに改宗することによって、「普通の台湾人ではなくなる」、「台湾人である

ことをやめなければならない」、という発言はよく耳にした。彼女たちは日常

的にさまざまな差別に遭遇しているが、これには意識的な差別だけでなく、

知らないが故の無意識の差別もあるという。 
これに女性たちは、子どもたちに対する多様性の教育が不十分であること

が差別の連鎖を生み出していると指摘していた。台湾人はこうあるべきであ

るというような考え方が人々の間で強いとすれば、多様性を受け入れるとい

うことは難しいことであるのかもしれない。イスラームに対するイメージが

悪いとすればなおさらである。そのため台湾人イスラーム教徒が台湾人とし

て生きるためには、人々が多様性について考えることの大切さを実感する機

会が必要である。同じ台湾人として身近に感じてもらうためには、メディア

などでも外国人労働者のみなどを取り上げて外国の宗教として取り上げる

のではなく、台湾人イスラーム教徒も取り上げて紹介することが必要であろ

う。またイスラームだけでなく、仏教やキリスト教を信仰する台湾人も一緒

に取り上げることで宗教の多様性を実感することができるのではないだろ

うか。その一方で彼女たちは、今後もイスラーム教徒人口が増加していくこ

とを考えれば、日常的にイスラーム教徒を目にし、「イスラームとはなにか」
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ということを人々が知り、考えるきっかけが増えるのではないかという期待

を寄せている。 

④メディアによる負のイメージ 

メディアなどで報道される米国が強調する負のイメージによって、イスラ

ームに対する誤解や偏見が生じている。とくにヒジャーブを被る女性たちは

差別の対象とされやすい。実際に学校や職場で着用を拒否されているという

声があった。これに女性たちは彼らの要望に合わせる形でイスラームを実践

している。台湾においては米国の影響力というのは政治的にだけでなく、社

会・文化的にも影響力が強いということであろう。彼女たちのなかには、台

湾人イスラーム教徒の存在を否定する人々の中には、「イスラーム＝テロリ

スト」という負のイメージが影響して、そのような人々が台湾人のなかにい

ることを認めたくないという気持ちがあるのではないか、と指摘があった。 
台湾ではヒジャーブを着用するかしないかは、個人の判断に委ねられてい

る。そのためヒジャーブに対して強い問題意識を抱えている女性は見受けら

れないが、着用すると台湾人として見られないという主張は頻繁に耳にする。

筆者自身、台中に行ったときに、道行く台湾人のなかにはヒジャーブをした

女性を見かけたときに、間近で顔を覗き込んでいたり、長い間じっと見てい

る人を見かけたりした。その一方で C さんは、ヒジャーブを着用するイスラ

ーム教徒女性には、イスラームを知ってもらうきっかけを作り、共存を促す

役割があるという、男性にはない特別な役割があると感じていた。 
しかし現実として女性たちのほとんどは、宗教間の共存ができたとしても、

台湾人としての共存はとても難しいと感じている。異なる文化や宗教に見聞

きする機会が少なければ、いざ目の前にしたときに自分たちの殻に閉じこも

りやすい。頭の中が固定概念で縛られている状態ではなく、多くの人々がオ

ープンマインドな姿勢にならなけれれば、台湾人イスラーム教徒を同じ台湾

人として受け入れることも難しいかもしれない。台湾においては一般的にヒ

ジャーブ着用への対応が学校や職場でどのようになされているのであろう

か。ヒジャーブの着用を拒否される場合の方が多い状況であるのだろうか。 
ヒジャーブに関する印象に関しては、例えば台湾に移住した中国人女性(30

代後半)と話をしていた時に、筆者がイスラーム教徒の友人がサウジアラビア

などに多くいると言うと急に黙り込んでしまったことがあった。その後、彼

女は「...えっ...その人たちって頭にヒジャーブをしているの？」と問いかけて
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きた。筆者が返答すると彼女は、イスラーム教徒女性が着用しているヒジャ

ーブが大っ嫌いだと主張し、「あなたも分かるでしょ？彼らって私たちや台

湾人とは全く違うじゃない？普通じゃない...。私たちが彼らと分かり合うこ

となんてできない。ありえない。」と言った。 
彼女はイスラームと言えば中東の印象が強く、男性は 4 人妻をもち、贅沢

三昧しているというイメージがある。その一方でイスラーム教徒女性たちは、

男性たちに家庭内での役割を強く求められていて自由がない。イスラーム教

徒女性たちの多くは、抑圧されているのにも関わらず、ヒジャーブを着用し

て何も言わずにその不平等さを受け容れている。ヒジャーブは目に見える抑

圧の象徴であると、とても腹立たしく思っているようであった。その一方で、

台湾人キリスト教徒男性(40 代半ば)と話したときには、イスラームは戦争や

テロなどによって国際秩序を大きく乱すことばかりしている宗教であると

いう印象が強くあると言っていた。こうしたイメージはメディアを通じた印

象であり、実際にイスラーム教徒の人々と接触したことがあるわけではない。

メディアによって負の側面が強調されることは、人々がイスラーム教徒との

接触を躊躇うきっかけとなっている可能性がある。 

2.4. 台湾人イスラーム教徒女性たちの語り

以下、ここでは本稿に沿う台湾人イスラーム教徒女性たちの語りの一部を紹介

する。

2.4.1. A さんの語り(30 代前半) 
改宗後のイスラームの実践 

 私はイスラーム教徒になって初めのうちはヒジャーブを被ることが恥ず

かしかった。なぜなら私はすれ違う人々から奇妙な目で常に見られているよ

うな気がして「私は違うのだ」と違和感を覚えていたからである。それから

長い年月が経った後、私はヒジャーブを身に着けているととても暑いことに

気づいた。それでもなぜヒジャーブを身に着けるのか。それは人に見られる

ためではなく、夫のためでもそれ以外の存在のためでもない。アッラーのた

めだけである。私はイスラーム教徒として良い女性となりたいのである。私

はヒジャーブを身に着け、イスラーム教徒としての最大限の努力をしている。

しかし例えば家族で旅行をするとき、そこにはハラール認証がされているレ

ストランがない。私は、魚かベジタリアンフードしか食べることができない。

周りを見渡せばそこには多くの家族が集まっていて、机の上にたくさんの食
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べ物を並べて楽しんでいる。この時ばかりは、心の中で「私は違うのだ」と

居心地の悪さを少し感じている。しかしなぜ私は、自分が違うことを受け入

れるのか。その理由はアッラーが私に試練を与えていて、このような状況を

受け入れることを望んでいるからである。アッラーは私に旅という自由を与

え、そこで美しいパワーや知恵を与えてくださる。これを理解したとき、私

は居心地の良さを取り戻するのである。 
私たちのような改宗者は、特に結婚をする前に孤独を感じている。私の家

族にはイスラーム教徒が一人もいないので、居心地の悪さを感じていた。そ

んな時に職場に行くと仲のいい職員や友達がいて心が安らぐ時もあったが、

ここにもイスラーム教徒女性は誰一人いない。私が「ねぇ！こんなヒジャー

ブが欲しんだけどどうかな？似合うかな？」と話題を投げかけたところで、

彼女たちはヒジャーブとはなにか、なぜ私がその色のヒジャーブを買わなけ

ればならないのか、ということを知ろうとも分かろうともしないであろう。

私にはイスラームに関する話題を気軽に話せる友達がいない。この時、私は

居心地の悪さを感じるのである。しかしモスクに通い続け、イスラーム教徒

コミュニティに参加し続けることで、「私は必要とされているのだ」と感じ、

この気持ちから解放されるのである。 
3.4.2.C さんの語り(60 代半ば) 
イスラームを知るきっかけとしてのヒジャーブ 
私がヒジャーブを身につけている時、多くの台湾人は物珍しそうにジロジ

ロと見てくる。でも私は若いころから苦痛だなんて思ったことは一度もない。

なぜなら私は若いころに、なぜイスラーム教徒女性はヒジャーブを身につけ

る必要があるのか、とイマームに問いかけたあとの日々の学びと実践のなか

で、その意味と大切さを理解したからである。なぜ私はヒジャーブを身につ

けるのか。それはなによりもアッラーのためであり、良きイスラーム教徒女

性であり続けたいからである。良きイスラーム教徒女性としての努力を続け

れば、アッラーは必ず私に幸せな日々を与えてくれる。それにヒジャーブは

外出している時だけで、自宅に帰ったらすぐに外すので一日中身につけるべ

きものでもない。ヒジャーブは決して女性を抑圧しているわけではない。 
私はヒジャーブを見ればイスラーム教徒だとすぐに分かることはとても

良いことだと思っている。なぜなら私はヒジャーブが台湾人の多くの人々に

とってイスラームを知る 1 つのきっかけになると感じているからである。ヒ
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ジャーブ姿の女性を見かけた時に、ジロジロと見ながら頭の中では「ヒジャ

ーブってなんだろう？」、「なぜ彼女たちはヒジャーブを身につけているのだ

ろう？」とほんの一瞬でもイスラームに興味をもって考えようとする人たち

がいるはずである。必ずしも人々がイスラームを悪く思って、ヒジャーブを

見ているとは限らない。それにジロジロとみてくる人々はイスラームを知ら

ないわけではなく、イスラームに全く興味がないわけでもないだろう。ほん

とうに関心がなかったら、そもそも私たちを見てくることはない。またレス

トランに行ったときに、イスラームを少しでも知る人たちは、ヒジャーブを

みた瞬間に豚とお酒がダメだとすぐに理解することができる。わざわざ言わ

なくても伝わるというのは、とても便利である。 
台湾人の多くはイスラームを知ろうとしない。だからこそ私たちのヒジャ

ーブをきっかけに少しでもイスラームについて考えてもらう時間を作り、そ

の存在を認識してもらうことが重要なのである。このように女性には男性の

イスラーム教徒とは違って、日常的にヒジャーブを着用することによって、

人々にイスラームを知ってもらうための努力ができる。これは女性にしかで

きない 1 つの役割だと私は感じている。ただ現実には、台湾の多くの人々は

ヒジャーブを見た瞬間にイスラーム教徒だと思うと同時に外国人だと反応

をする。なぜならイスラームは台湾の宗教でも文化でもないからである。宗

教と言えば、仏教かキリスト教を思い浮かべるだけ。 
私は毎日ヒジャーブをしていて、人々の目線は気にならない。でも私は同

じ台湾人であるのに、ヒジャーブをしているだけで食事や買い物のときに毎

回外国人だと勘違いされ、そのたびに「台湾人だから中国語が喋れます」と

伝えるが、「中国語がお上手ですね！」とほとんどの人はジョークだと感じて

返事をする。なぜ彼らは私が台湾人であることを信じようとしないのだろう

か。それは私がヒジャーブをしているからなのだろうか。なぜ台湾人にイス

ラーム教徒なんているはずがないと決めつけるのだろうか。私はいつも多く

の疑問が頭に浮かんではモヤモヤした気持ちになる。私が若い頃であればイ

スラーム教徒は少ないし、スマートフォンもない情報が少ない時代だから、

まだ彼らの考え方は理解できる。でも現代社会を見た時はどうであろうか。

果たして状況は同じであると言えるだろうか。 
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ジャーブ姿の女性を見かけた時に、ジロジロと見ながら頭の中では「ヒジャ

ーブってなんだろう？」、「なぜ彼女たちはヒジャーブを身につけているのだ

ろう？」とほんの一瞬でもイスラームに興味をもって考えようとする人たち

がいるはずである。必ずしも人々がイスラームを悪く思って、ヒジャーブを

見ているとは限らない。それにジロジロとみてくる人々はイスラームを知ら

ないわけではなく、イスラームに全く興味がないわけでもないだろう。ほん

とうに関心がなかったら、そもそも私たちを見てくることはない。またレス

トランに行ったときに、イスラームを少しでも知る人たちは、ヒジャーブを

みた瞬間に豚とお酒がダメだとすぐに理解することができる。わざわざ言わ

なくても伝わるというのは、とても便利である。 
台湾人の多くはイスラームを知ろうとしない。だからこそ私たちのヒジャ

ーブをきっかけに少しでもイスラームについて考えてもらう時間を作り、そ

の存在を認識してもらうことが重要なのである。このように女性には男性の

イスラーム教徒とは違って、日常的にヒジャーブを着用することによって、

人々にイスラームを知ってもらうための努力ができる。これは女性にしかで

きない 1 つの役割だと私は感じている。ただ現実には、台湾の多くの人々は

ヒジャーブを見た瞬間にイスラーム教徒だと思うと同時に外国人だと反応

をする。なぜならイスラームは台湾の宗教でも文化でもないからである。宗

教と言えば、仏教かキリスト教を思い浮かべるだけ。 
私は毎日ヒジャーブをしていて、人々の目線は気にならない。でも私は同

じ台湾人であるのに、ヒジャーブをしているだけで食事や買い物のときに毎

回外国人だと勘違いされ、そのたびに「台湾人だから中国語が喋れます」と

伝えるが、「中国語がお上手ですね！」とほとんどの人はジョークだと感じて

返事をする。なぜ彼らは私が台湾人であることを信じようとしないのだろう

か。それは私がヒジャーブをしているからなのだろうか。なぜ台湾人にイス

ラーム教徒なんているはずがないと決めつけるのだろうか。私はいつも多く

の疑問が頭に浮かんではモヤモヤした気持ちになる。私が若い頃であればイ

スラーム教徒は少ないし、スマートフォンもない情報が少ない時代だから、

まだ彼らの考え方は理解できる。でも現代社会を見た時はどうであろうか。

果たして状況は同じであると言えるだろうか。 
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2.4.3. E さんの語り(40 代前半) 
①イスラームに対する負のイメージ   

私は結婚をきっかけにイスラームに改宗をした。私の母親は私がイスラー

ムであることを尊重してくれているが、私の父親は今でも理解を示していな

い。彼は生まれてからずっと仏教徒であり、なぜ改宗をしたのかと私に尋ね

てくる。彼のイスラームに対するイメージはいつもテレビにあり、イスラー

ム教徒と言えば、手にはクルアーンとナイフを持っているというイメージが

ある。そもそも私の父親は仏教が一番の宗教だと思っているので、彼にとっ

てはなぜ二番目の宗教を選ぶのか、という疑問がある。これは私とは大きく

違う考え方である。こうした状況に私の夫は家族の理解がなかったとしても

家族のもとを訪れて交流を続ける努力をすべきだと言っている。なぜならイ

スラームは家族の絆を大切にしているからである。宗教で互いを差別し合う

ことは良くない。家族がイスラームについて、分からない、知らない、とい

う状況を無視し続けてはならない。イスラームがどのような宗教なのか、と

いうことを知ってもらうことで互いを尊重しあうことができるようになる

のである。その一方で幸運なことに私の家族はもともとベジタリアンなので

食に関しては困ることがない。 イスラームが悪い宗教であるというイメー

ジを拭い去るために、私たちは家族と頻繁に食事をとって交流の機会をでき

る限り増やしている。 
学校の先生ですらイスラームとはなにかということを知らない人が多い。

しかし私の子どもたちの先生はとても理解がある。例えば、学校の先生に子

どもたちがラマダーン期間中は昼食を食べないことを伝えると体育の時間

を削ってくれた。またとくに息子の先生はいつもイスラームのことを知るの

を楽しんでくれていて、私にイスラームに関心をもっていろいろな質問をし

てくれる。さらに授業でイスラーム教徒の人々にはどんな習慣があるのか、

ということを取り上げてくれて、礼拝が 1 日 5 回必要なことも紹介し、クラ

スメイトに理解を促してくれた。その一方で台湾人は仏教徒であるけれどク

リスマスやハロウィンなどの行事を幼稚園や学校の前で盛大に行っている。

これは米国の文化であるが、私たちイスラーム教徒にとっては楽しむことが

できない行事である。イスラーム教徒である私たちにとっては、一緒にイベ

ントを過ごすことが時々難しく感じることがあり、乗り越えなければいけな

いというような挑戦的な気持ちになることがある。 
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②ハラール実践の困難さ 

台湾はイスラームの国ではないので、ムスリム・フレンドリーが促進され

ている今でも街中で食べものやドリンクスタンドを探すことは簡単なこと

ではない。私が夫とレストランに行ったとき、私はヒジャーブを身に着けて

いたが、注文をするときに豚肉が食べられないことを念のために店員へと伝

えると「えっ！なんで豚肉食べないの？」と衝撃を受けた様子で言われたの

で、夫が「豚肉を食べたくないので別のお店に行きます。」と言い返して出て

行ったことがある。なぜ店員は豚肉を食べられないことを疑問に思ったのか。

それは台湾では豚肉料理がとても多く、豚肉を食べることが主流であると考

えているからであろう。しかし私は「豚肉は(当然)食べるでしょ？」と言わ

れたり、「えっ...豚肉食べないんだ...。」と言われるよりも「なぜ食べないの？」

と疑問をもって言われることが内心では期待している答えであったりする。

なぜなら、「なぜ？」と疑問をもつことは、イスラームを知ってもら上で重要

であるからだ。 
台湾では豚の油は普通の油より高価な値段で売られている。イスラーム教

徒が外食をする時、ベジタリアンかシーフードのレストランに行くことが一

番安全であり、そこでは豚の油が使われているリスクも少ない。ここ最近は、

イスラーム教徒としての生活状況が良くなってきていると感じている。なぜ

ならインドネシアやマレーシアからの輸入品が以前よりも増えてきている

からである。私たちは鶏肉、羊肉、牛肉などのハラール肉を食べるが、これ

に加えて処理をする前にお祈りが必要とされている。しかしハラールショッ

プを見つけるとなると難しい。またスーパーでもハラール商品は販売してい

ないので利用することができない。そこで私たちは、ハラールフードを専門

に販売しているイスラーム教徒の兄弟姉妹に注文をしている。 
夜市ではごくわずかではあるが、店主が個人的に肉のカットを専門にイス

ラーム教徒を雇っているお店がある。以前は、夜市で鶏を買って、その場で

自分でカットして調理することができるお店があった。捌き方が分からなく

ても同じイスラーム教徒同士で教えあっていた。そして調理後には清潔な状

態に保つ努力をしていたが、食中毒などの病気が時々発生するので台湾政府

は夜市で鶏を捌くことを禁止したのである。現在は深夜に短時間だけ場所を

借りて、たくさんの鶏を捌き、調理し、その後に食肉店でそれらの新鮮な肉

を購入できるようになっている。このように台湾においてはハラールフード

の購入は非常に不便な状況にある。 
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3.3.4. ガーナ人イスラーム教徒女性の語り 
筆者は台湾人女性以外に滞在歴が 10 年以上のガーナ人女性にもインタビ

ューを実施した。彼女は 40 代後半(調査当時)で、生まれながらにイスラーム

教徒である。彼女は、週末にモスクでクルアーンの授業を台湾人女性たちに

ボランティアで行っている。滞在歴が長い彼女だからこそ感じる人々のイス

ラーム教徒へのまなざしやムスリム・フレンドリーの良さ、そして改善点が

あるのではないだろうか。以下、語りの内容を紹介する。 
①イスラームと黒人という２つの差別  

私は 10 年ほど前に夫の仕事の関係で台湾へと移住をしてきた。しかし台

湾ではヒジャーブもハラールフードと同様に実践が難しい。私は小学校で勤

務をしているが、職場の人々は私の着用するヒジャーブに居心地の悪さを感

じている。私は職場に行った後にヒジャーブを外している。彼らは私の着る

イスラーム教徒の衣服にはなにもを言わないが、ヒジャーブに関しては「周

りの人を怖がらせるからとってくれないか。やめてほしい。」という。そのた

め私は、職場では帽子を被るようにしている。職場での礼拝も嫌がられるの

で、近くの公園や駅でお祈りができる場所を探して行っている。  
また私の娘は小学校に通っているが、ヒジャーブの着用はしていない。な

ぜなら中学校においてヒジャーブの着用に注意喚起が出されたからである。

子どもたちのなかには、学校でヒジャーブを身に着けることに抵抗がない女

の子もいるが、クラスメイトからのいじめに直面することがあるだろう。し

かしヒジャーブをしない男の子はなにも心配をする必要がない。ここで私た

ちはイスラーム教徒女性が簡単に差別の対象になるということに気づくこ

とができるであろう。ネガティブな印象をもつ人々の中には「イスラーム教

徒は簡単に人を攻撃することができる」と話しているかもしれない。なぜな

らイスラームは台湾においては異質な存在であるからである。こうしたイス

ラーム教徒に対する台湾人のもつ偏見は、台湾に住むイスラーム教徒にとっ

ての挑戦であると言える。  
イスラームは国ではなく信仰である。すべての宗教にはさまざまな国々の

人々がいる。すべての差別は「知らない」ということに起因している。私が

台湾に来た当初、台湾で生活することは簡単なことではなかった。なぜなら

私はイスラーム教徒であると同時に黒人であるからである。人々は私が黒人

だとわかった瞬間に、なぜ身体をあらっていないのか、と疑問に思っている
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ようであった。実際に今でも小学校で働いていると何人かの生徒が、汚れて

いるから黒いのだと私の身体をごしごしと洗おうとしたがる。なぜこのよう

なことをしようとするのか。それは、子どもたちが「人種とはなにか？」と

いうことを知らないからである。知らなければ相手を尊重することはできな

い。私たちは同じ人間であるのだから、説明をすれば理解することができる

はずである。台湾は学校教育において、多様性の大切さを伝えるための授業

を充実させるべきである。また、教育者は、台湾が多様な社会であることを

知るために宗教施設などを含むさまざまな場所に直接訪れ、そこにいる人々

と交流をするような研修機会があるとよいのではないだろうか。私は台湾に

ある誤解や差別意識というのは、多様性の教育が十分に行われていないこと

の証拠であると感じている。   

 ②ムスリム・フレンドリーへの期待  

しかし私はこのような台湾人の行為を差別であると言い切ることもでき

ない。なぜならほかの国々と比較すると、例えばイスラームの国々では、宗

教を実践することで嫌がらせを受けることはない。家族で映画館に出かける

と、映画を見る前に誰かが座ってお祈りをしていることがある。しかしここ

で祈るなと言う人は誰一人としていない。なぜならイスラーム教徒には１日

5 回の礼拝があるが、外出中にやむを得ずしなければならないことがあると

いうことを人々が理解しているからである。宗教の自由がある場所では、嫌

がらせを受けることはないのである。その一方で私の国、ガーナでは、キリ

スト教徒がマジョリティであるが、街中には豚肉料理がほとんどなく、鶏肉

料理ばかりなのでハラールに関して言えば居心地の良さがある。個人的には

仏教の国々でも彼らは宗教を尊重しているように見える。なぜなら台湾であ

れば、ムスリム・フレンドリーの公園、化粧室、礼拝場、ホテル、病院など

を作る努力がなされているからである。  
10 年前に私が台湾に移住してきたときは、こうしたムスリム・フレンドリ

ーの施設はみたことがなかったので、とても喜ばしいことだと思っている。

例えば、私が嘉義に家族旅行に行ったとき、日本人街で礼拝できる場所を探

していると案内板にイスラーム教徒のための礼拝室があると示されていた。

そこには、礼拝室とクルアーンが用意されていて、ムスリム・フレンドリー

化粧室までも併設されていた。また私が台南のムスリム・フレンドリーホテ

ルに宿泊したとき、そこにはイスラーム教徒向けの料理コース、クルアーン、
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礼拝室が用意されていた。また宿泊部屋には、キブラ・マークが示されてい

た。さらに台北には軍病院であるが、2 階にとても大きな礼拝室が設置され

ているところがある。イスラーム教徒に対して十分な理解があるとは言えな

くとも、こうした歩み寄りはお互いのことを知るという点でとても良いこと

である。またインドネシア人の外国人労働者が増え続けているということは、

イスラーム教徒を見かける機会がそれだけ頻繁になることを意味する。この

状況は台湾人が「イスラームとはなにか」ということを知り、ハラール、ラ

マダーン、礼拝についてのより大きな理解を示していくきっかけになるので

はないかと私は期待している。 

3. 共存の阻害要因と行方 

以上、女性たちの語りに見られるように、台湾においてはイスラーム教徒

との共存状況というのは良好であるとは言えない。しかしムスリム・フレン

ドリーの促進によって、少しずつ生活が改善されていることは確かである。

以前まではなかった街中の礼拝室やムスリム・フレンドリーの施設は、イス

ラーム教徒の人々に居場所や安心感を与えている。こうした目に見える変化

は、台湾人の多くの人々がヒジャーブをみたときだけに限らず、「イスラーム

とはなにか」と考えるきっかけを作ることにも繋がっている。語り手の女性

たちに共通する考えは、人々にイスラームを理解してもらうよりもまずは知

ってもらうことが重要である考えている点である。 
彼女たちのヒジャーブの経験に挙げられるように、彼女たちが不安に思っ

ているのは、「差別や抑圧」ではない。台湾社会において「異質」な習慣を実

践することへの不安にある。「異質」と思われるのは、台湾社会の多くの人々

が、イスラームには馴染みがないからである。また彼女たちが指摘するよう

に、日常生活の中でイスラーム教徒を見かけたり、話すようなことがあった

としても、「知ろうとしない」ということが共存を果たす上で 1 つの問題点

となっているのだろう。この背景には、ムスリム・フレンドリーの環境を積

極的に整えていても、「イスラームとはなにか」という情報が台湾社会におい

て依然として不足していることが要因として考えられる。 
しかしテレビ等のメディアを通じて多く紹介されていたとしても人々が

「知らなくてもいい」と無関心になっていることも考えられる。台湾社会の
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中にある各々の社会で過ごせているのであればいいのではないか、という考

え方があるが、これは現状維持においては有効である。お互い相手に踏み込

もうとせずに一定の距離感を持って過ごすことは 1 つの共存方法と言えるで

あろう。しかし「新南向政策」に挙げられるように、今後の台湾社会の発展

を望むのであれば、異なる文化や宗教を目の前にして無関心であり続けるこ

とは難しい。特に近年の台湾においては、イスラーム人口が多くを占めるイ

ンドネシアやマレーシアなどの東南アジアからの出稼ぎ労働者が増加して

いる。そのことを考えれば今後ますます身近になる存在であり、受け入れ側

として住みやすい環境を作らなければならない。その 1 つとしてムスリム・

フレンドリーが促進されているが、ハラール認証や施設などを充実させるだ

けでなく、今後は人との交流も重要となってくる。 
多くの人々が無関心なのは、イスラーム教徒の人々は自分自身と日常的に

関わることがない、と感じていることが挙げられる。この状況を克服するた

めには、教育機関やイベント等を通じて人々が交流できる機会を積極的に作

って行くことが重要になる。本稿ではイスラーム教徒のなかでも特に台湾人

女性の改宗者に焦点を置いているために、台湾人男性や生まれながらのイス

ラーム教徒などのほかのムスリム層に関しては不明点が多く残されている。

今後は、台湾人の仏教徒意識などとも絡めて調査を進める必要があるであろ

う。 
その一方で台湾人としての共存が困難である理由の一つとして宗教以外

に言語の問題が挙げられる。日本人の父親と台湾人の母親をもつ帰国子女の

女性(20 代後半・日本居住、台湾滞在歴 10 年以上)によると、たとえ台湾で生

まれ育っていたとしてもマンダリン(標準語)しか理解ができない場合、中国

大陸の人間であるという認識が一般的に強く、台湾人であることを信じても

らえないことがよくあるという。彼女の母親は台湾人であるが、家系が中国

大陸出身なのでマンダリンのみを日常生活で使用して育った。そのため、同

じ台湾人と喋っていると台湾語が理解できないので中国大陸出身であると

勘違いされることが多々あり、同じ台湾人であることをなかなか信じてもら

えないことがよくあったという。さらに台湾人の人々は、顔を見ただけでも

中国大陸か台湾の家系であるか、と見分けがつくという。 
とくに彼女たちが家族で生活していた高雄や台南などの台湾南部におい

ては、マンダリンよりも台湾語を日常的に使用する人がとても多い。マンダ

リンと台湾語には共通点はあるが、発音だけでなく言葉の表現方法も大きく
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異なるという。実際、私が台湾人キリスト教徒男性(40 代半ば)と話していた

時に、台湾語は言葉をオブラートに包むことができるから好きだけれど、マ

ンダリンは表現が直接的なので嫌いだと言っていたことがあった。中国語の

方言は、両親と育った環境の影響を子どもたちは受けやすい。若年層の多く

は相手が台湾語を喋れるかどうかはほとんど気にしていないが、中年層、年

配層の間では相手が本省人か外省人かということを判断する上での一つの

基準になっているという。現在、使用する中国語の方言によって特別大きな

対立があるというわけではないが、台湾人として共存する上で多少の影響が

あるようだ。とくに年配層のなかには外省人が嫌いな人々がいる。 
したがって台湾人イスラーム教徒を台湾人と信じない人々のなかには、言

語に見える両親の出自なども絡まって否定的になっている可能性もある。台

湾の多くの人々は、自らを「台湾人」と明確に意識していて、中国大陸の人々

とは異なるアイデンティティを持っていると感じているのであろう。台湾は

中国の度重なる訪問と差別的な政策をきっかけに 5 年前から関係が壊れた状

況にある。中国の影響が強くなることで脅かされるアイデンティティの揺ら

ぎに抵抗をするためには、台湾人とはこうであるという強い意識が無意識の

うちに重要視され、求められているのかもしれない。このように人々が国内

の多様性に寛容でない傾向にある理由の一つとして、こうした台中関係が一

つの要因として挙げられる。台湾の中で共存に関する問題がほかにもあるの

かどうかは気になる点である。 

おわりに 
以上、本稿では台湾の「新南向政策」の一つであるムスリム・フレンドリ

ーの実態とその行方について、台湾人イスラーム教徒女性を中心としたイン

タビュー調査にもとづき、検討を進めてきた。台湾ではイスラーム教徒との

共存において社会・政治的に大きな問題はないが、イスラームに対する認知・

理解度が低いことが女性たちに生きづらさを感じさせる要因となっている。

とくにヒジャーブに対する人々のまなざしには、メディアなどの負のイメー

ジによってさまざまな誤解や偏見が生じている。また、台湾政府は、ムスリ

ム・フレンドリーの施設やハラール事業などに対して十分に対応をしている

とは言い切れないが、宗教間の共存レベルの向上という意味においては女性
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たちは大きく期待を寄せている。ここでは最後に ASEAN (東南アジア諸国連

合)との関係強化において、「新南向政策」に果たすムスリム・フレンドリー

の役割について改めて論じる。 
台湾が促進する「新南向政策」とは、ASEAN を中心とする対外経済貿易戦

略であり、「長期的な取り組み、多元的な展開、互利互恵」の 3 つの理念が重

要視されている。また、台湾の「新南向政策推進計画」では主に 4 つの軸が

促進されており、①経済貿易協力、②人材協力、③資源の共有、④地域の連

携、が挙げられている10。台湾は ASEAN 諸国のなかでも特にインドネシアと

の関係強化を積極的に行っている。また両国の関係を発展させる重要な政策

目標として、①イスラーム教徒への優しい環境づくりを通じた台湾住民との

さらなる交流の促進、②ムスリム市場開拓を通じた台湾商品の消費拡大、を

挙げている。このようなムスリムフレンドリーの環境づくりにおいて台湾政

府は、MUI(インドネシア・ウラマー評議会)との関係強化に注目をしている。

このようにして両国の協力によってムスリムフレンドリーの環境が整備さ

れることは、友好関係だけでなく、経済面においても双方にメリットがある

11。 
その一方で今年、Mastercard と Crescent Rating は、"Global Muslim Travel 

Index (GMTI) "を発表した。このランキングで台湾は非イスラーム協力機構

（非 OIC）の中で第 3 位にランクインをしている。台湾は 2019 年以降から

常にトップ 3 に入っており、2022 年に Crescent Rating の "Halal Travel Awards 
"で "Most Inclusive Non-OIC Destination "を受賞している。これは台湾がイス

ラーム教徒にアットホームな環境であると世界から高い評価を受けている

ことを意味する。現在、台湾の主要観光地と駅、空港には、礼拝室が必ず設

けられている。また、台湾は、イスラーム教徒観光客向けの特別サイトも用

意していて、礼拝室の場所やホテル、飲食店、旅行代理店、買い物、ツアー、

モスクなど、ムスリム・フレンドリーの環境が整っている場所を確認するこ

とができるようになっている。さらにそれぞれの場所には、イスラーム認証

 
10 台北駐日経済文化代表処、「台湾の「新南向政策」の推進計画について」、2016、 
＜https://www.roc-taiwan.org/jp_ja/post/40085.html＞(2023年 11月 6日) 
11  Taiwan Today、「副総統、台湾をムスリムが最も憧れる観光地に」、2017、＜

https://jp.taiwantoday.tw/print.php?unit=152&post=123369＞(2023年 11月 6日) 
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10 台北駐日経済文化代表処、「台湾の「新南向政策」の推進計画について」、2016、 
＜https://www.roc-taiwan.org/jp_ja/post/40085.html＞(2023年 11月 6日) 
11  Taiwan Today、「副総統、台湾をムスリムが最も憧れる観光地に」、2017、＜

https://jp.taiwantoday.tw/print.php?unit=152&post=123369＞(2023年 11月 6日) 
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機関も表示されているので利用者は安心できる12。 
このように東南アジアのイスラーム地域との協力のもとで、台湾はイスラ

ーム教徒の人々が同国で尊重されていると感じられる環境を作ろうと努力

をしている。ムスリムフレンドリーの国であることは台湾の 1 つの強みであ

り、これを「新南向政策」のもとで生かすことによって、さらなる同国の発

展が期待できるであろう。つまりイスラームが極端なマイノリティの存在で

あっても、共存の在り方として、国家的政策による経済発展にマイノリティ

の利点と特性を利用、活用することでマイノリティにも活路を見いだすこと

ができる。これには国家の積極的な働きかけだけでなく、マイノリティ側か

ら利点を国家にアピールすることも重要となる。 
現在、台湾の「新南向政策」で挙げられている 4 つの軸は積極的に推進さ

れているが、インドネシアとの政策目標である①は十分に発揮されていると

は言えない状況にある。台湾においては現実問題としてイスラーム教徒に対

する偏見や誤解が多く発生しているので、どのようにして人的交流の機会を

増やしていくか、あるいは、イスラームをイメージだけでなく、近い存在と

して感じてもらうためにはどうすればよいのか、という点は、東南アジアの

イスラーム地域を中心として共に考えていくことができる。実際、東南アジ

アの多くの国においても、他宗教または民族とどのように共存関係を構築し

ていくか、ということは依然として大きな課題となっている。共存に関する

問題を互いに共有することにより、これまでに各国が行ってきた努力や経験

から学び、解決または改善への糸口を見つけることができるのではないだろ

うか。こうした東南アジア各国との経済的側面を超えた関係強化は、「新南向

政策」で挙げられている 3 つの理念に寄与するであろう。 
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「新南向政策」與多元共存 

以臺灣的穆斯林友善環境整備為中心 

丸山実紗* 

摘要 

當今臺灣正在推行「新南向政策」之一的穆斯林友善環境之整備。此背景可說

是從 5年前開始，是因為臺灣與中國關係的惡化與去中國化，以及激增的東南亞勞

動者中伊斯蘭教徒極多的緣故。因此本文將焦點置於臺灣的伊斯蘭社會，探究伴隨

著社會中追求共存的實況而生的共存作法。筆者主要針對從佛教改信伊斯蘭教的女

性教徒，對她們進行半組織性的訪談，並從訪談與觀察中蒐集資料。從訪談調查的

結果中可知，臺灣社會普遍對於伊斯蘭教的認知、理解程度依然偏低，多數人是抱

持著不關心的態度。因此，作為往後的課題，為了打造更好的共存關係，臺灣社會

必須積極提供人們多樣性的教育，以及與人群交流的機會至為重要。強化與伊斯蘭

教徒的共存關係，其結果也將帶動臺灣與 ASEAN (東南亞國家協會)關係的強化，

如此才能期待「新南向政策」的發展。 

 
關鍵詞：新南向政策、穆斯林友善、多元共存、臺灣人伊斯蘭教徒、改宗者女性 

 

 
 

 
* 日本拓殖大學大學院國際協力學研究科國際開發專攻博士後期課程 2年。摘要由
蔡蕙頻中譯。 


